
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆唐
とう

箕
み

  

収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

や豆
まめ

などを実
み

と殻
から

やゴミに分
わ

ける道
どう

具
ぐ

です。古
ふる

い時
じ

代
だい

から使
つか

わ

れている箕
み

の機
き

能
のう

を効
こう

率
りつ

よく大
おお

型
がた

化
か

したものが唐
とう

箕
み

です。唐
とう

箕
み

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

(1603～1868年
ねん

)の中
なか

ごろに 中
ちゅう

国
ごく

から日本
にほん

へ伝
つた

わってきましたが、農
のう

家
か

へ普
ふ

及
きゅう

するのは明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

や大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

になってからのことでした。 

◆昔
むかし

の唐
とう

箕
み

と今
いま

の唐
とう

箕
み

 

岩
いわ

手
て

県
けん

では、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の年
ねん

号
ごう

が記
しる

された唐
とう

箕
み

が岩
いわ

手
て

県
けん

北
きた

上
かみ

市
し

と一
いちの

関
せき

市
し

室
むろ

根
ね

町
ちょう

で確
かく

認
にん

されています。木
もく

製
せい

の唐
とう

箕
み

は昭
しょう

和
わ

の中
なか

ごろまで盛
さか

んに使
つか

われてい

ましたが、近
きん

年
ねん

では、基
き

本
ほん

的
てき

に同
おな

じ構
こう

造
ぞう

をもつ金
きん

属
ぞく

製
せい

のものが農
のう

機
き

具
ぐ

メーカ

ーから数
すう

万
まん

円
えん

で販
はん

売
ばい

されています。時
じ

代
だい

や材
ざい

質
しつ

は変
か

わっても長
なが

い間
あいだ

使
つか

われて

いるとても便
べん

利
り

で大
たい

切
せつ

な道
どう

具
ぐ

なのです。 

けんぱくものしりシート 

 

 

2018年
ねん

４月
がつ

 

民
みん

俗
ぞく
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唐
とう

  箕
み

   

ストッパー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
おお

口
ぐち

 

一
いち

番
ばん

口
ぐち

 

(二
に

番
ばん

口
ぐち

は裏
うら

側
がわ

) 

漏
ろう

斗
と

 

ハンドル 

風
ふう

胴
どう

 
★大

おお

きさ 

高
たか

さ  124cm 

幅
はば

   168cm 

奥
おく

行
ゆき

   55cm 

箕
み

 



◆唐
とう

箕
み

の歴
れき

史
し

～中
ちゅう

国
ごく

から日本
にほん

へ～ 

中
ちゅう

国
ごく

：宋
そう

応
おう

星
せい

( 中
ちゅう

国
ごく

の学
がく

者
しゃ

)が書
か

い

た『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』(1637年
ねん

刊
かん

行
こう

)に唐
とう

箕
み

のイラストと名
な

前
まえ

が残
のこ

っています。

中
ちゅう

国
ごく

では、風
ふう

扇
せん

車
しゃ

や颺
よう

扇
せん

などと呼
よ

ばれていました。 

日本
にほん

：佐
さ

瀬
せ

与次右衛門
よ じ え も ん

が書
か

いた『会
あい

 

津
づ

農
のう

書
しょ

』(1684年
ねん

刊
かん

行
こう

)によって日本
にほん

で初
はじ

めて、唐
とう

箕
み

が

紹
しょう

介
かい

されました。 

『和
わ

漢
かん

三
さん

才
さい

図
ず

会
え

』 

(1712年
ねん

刊
かん

行
こう

)にも 

唐
とう

箕
み

のイラストや 

説
せつ

明
めい

が描
えが

かれてい 

ます。 

※江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の図
ず

解
かい

入
い

り百
ひゃっ

科
か

辞
じ

典
てん

 

★ふたりひと組
くみ

で作
さ

業
ぎょう

をする 

①の人
ひと

 

⇒米
こめ

や豆
まめ

を入
い

れ、ストッパーを動
うご

かして 

下
した

に落
お

ちる量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

します。 

②の人
ひと

 

⇒ハンドルを反
はん

時計
とけい

まわりにまわして風
かぜ

を送
おく

ります。 

一
いち

番
ばん

口
くち

(※)から米
こめ

や豆
まめ

がでてくるようすを見
み

ながら 

ハンドルをまわすスピードを調
ちょう

整
せい

する。 

★内
うち

側
がわ

の仕
し

組
く

み 

 

 

 

◆唐
とう

箕
み

の「使
つか

い方
かた

」と「仕
し

組
く

み」 

 

  

 

 

 

 

 

                      

       

 

 

 

 

 

 

  

 

     

    

                       

    

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（５月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

現
げん

勢
せい

・生
せい

物
ぶつ

－16だよ！ 

おたのしみに！ 

 

〒020-0102 岩手県盛岡市上田字松屋敷34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 

① 
 

参
さん

考
こう

『昔
むかし

のくらしの道
どう

具
ぐ

事
じ

典
てん

』岩
いわ

崎
さき

書
しょ

店
てん

 2004年
ねん

 /  

『日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

道
どう

具
ぐ

百
ひゃっ

科
か

4 働
はたら

く道
どう

具
ぐ

』河
かわ

出
で

書
しょ

房
ぼう

新
しん

社
しゃ

 1998年
ねん

 他
ほか

  

 

4枚
まい

の板
いた

が

回
かい

転
てん

する。 米
こめ

や豆
まめ

 

殻
から

やゴミ 

 

 

反
はん

時計
とけい

まわり 

 

 

時計
とけい

まわり 

「昔
むかし

のくらしの道
どう

具
ぐ

事
じ

典
てん

」より 

※ ② 
 

品
ひん

質
しつ

の良
よ

い重
おも

い

米
こめ

粒
つぶ

や豆
まめ

粒
つぶ

 

(一
いち

番
ばん

口
ぐち

) 

未
み

熟
じゅく

な 

米
こめ

粒
つぶ

や豆
まめ

粒
つぶ

 

(二
に

番
ばん

口
ぐち

) 

『これまでの箕
み

で

作
さ

業
ぎょう

するのとは、

倍
ばい

以
い

上
じょう

に効
こう

果
か

が

ある』と説
せつ

明
めい

して

います。 

※ 

 

※「けんぱくものしりシート」の内
ない

容
よう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 


